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一般質問一般質問

平
方
　
嗣
世
　
議
員

五輪平に保管されている飛灰

移転が計画されている西群馬病院

飯
塚
　
清
志
　
議
員

市
民
部
長

　
小
野
上
最
終
処
分
場
・
幼
稚
園
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
自
動
車
借
上
料

　
病
院
再
編
統
合
の
諸
問
題

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

保
健
福
祉
部
長

副
市
長

質
問

質
問

市
長

市
長

総
務
部
長

　
　
　

建
設
予
定
地
は
、
公
共

交
通
機
関
も
な
く
、
斎
場
近
く

で
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
の

か
。

　
　
　
　
　

建
設
予
定
地
は
、

西
群
馬
病
院
側
が
地
理
的
条
件

や
交
通
ア
ク
セ
ス
等
を
考
慮
し
、

候
補
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

斎
場
と
は
進
入
路
も
異
な
り
、

支
障
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
地
元
説
明
会
や
広

報
等
に
よ
り
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

建
設
費
１
１
０
億
円
は

高
過
ぎ
る
。
総
合
計
画
推
進
上

影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

新
病
院
の
整
備
費

用
は
、
渋
川
市
と
西
群
馬
病
院

の
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
当
初
計
画
の
約
１
３

０
億
円
か
ら
１
１
０
億
円
に
抑

え
る
よ
う
協
議
の
上
変
更
し
ま

し
た
。
市
負
担
額
は
財
政
上
の

影
響
を
考
慮
し
、
合
併
特
例
債

の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

基
本
契
約
書
も
示
さ
れ

ず
、
市
民
病
院
と
し
て
の
機
能

は
保
障
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

新
病
院
は
、
現
在

の
西
群
馬
病
院
の
機
能
に
渋
川

総
合
病
院
が
持
つ
救
急
、
災
害
、

感
染
症
の
医
療
機
能
を
統
合
し

整
備
す
る
も
の
で
、
県
の
地
域

医
療
再
生
計
画
に
も
北
毛
地
域

の
中
核
的
病
院
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
基

本
協
定
書
締
結
に
向
け
詰
め
の

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

議
会
に
は
病
院
に
関
す

る
議
案
は
全
く
上
程
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
議
会
と
の
関
係
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

住
民
を
代
表
す
る

議
会
に
対
し
て
は
、
病
院
再
編

統
合
に
関
す
る
予
算
や
条
例
等

の
議
案
に
つ
い
て
、
必
要
な
時

期
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
基
本
協
定
書
の
締
結

や
調
整
経
過
に
つ
い
て
は
、
随

時
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

ご
み
最
終
処
分
場
の
対
応
は

　
　
　

小
野
上
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
は
、
現
状
認
識
も
自
覚

も
な
い
市
の
対
応
で
あ
る
。
理

解
を
示
し
て
き
た
地
元
の
善
意

を
逆
な
で
す
る
も
の
で
、
誠
意

が
な
い
。
市
長
の
認
識
、
考
え

を
伺
う
。
ま
た
、
放
射
性
物
質

は
だ
れ
の
許
可
と
指
示
で
埋
め

た
の
か
伺
う
。

　
　
　

小
野
上
最
終
処
分
場
連

絡
協
議
会
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
一
つ
一
つ
誠
意
を
も
っ
て

問
題
を
解
決
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

最
終
処
分
場
へ
の

埋
め
立
て
は
、
広
域
組
合
が
行

っ
て
お
り
、
国
の
基
準
値
以
下

の
焼
却
灰
の
埋
め
立
て
は
、
許

可
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
バ
ス
、
い
つ
戻
る

　
　
　

９
月
議
会
の
市
長
答
弁

は
「
早
急
に
善
処
す
る
」
で
あ

る
。
か
に
石
幼
稚
園
通
園
バ
ス

が
戻
る
日
時
を
具
体
的
に
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
も
保
護

者
の
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

時
間
を
か
け
て
理
解

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

で
き
る
限
り
早
い
時
期

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
動
車
借
上
料
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
22
年
度
予
算
20
万

円
に
対
し
、
４
３
８
％
の
予
算

超
過
の
87
万
７
６
８
０
円
。
市

長
41
万
６
４
５
０
円
、
副
市
長

40
万
４
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

利
用
実
績
で
あ
る
。
す
べ
て
が

税
金
で
あ
り
市
政
の
た
め
の
効

果
は
。
ま
た
公
務
と
私
用
の
判

断
基
準
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

借
り
上
げ
タ
ク
シ

ー
の
利
用
は
、
公
用
車
を
運
転

す
る
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当

の
節
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
市
長
は
市
を
統

轄
代
表
し
、
そ
れ
に
伴
う
市
政

の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
の

職
務
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
も

の
で
す
。
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一般質問一般質問

田
辺
　
寛
治
　
議
員

ＡＬＴ（外国語指導助手）による授業風景

赤城町長井小川田地区

狩
野
　
保
明
　
議
員

　
赤
城
地
域
の
都
市
計
画
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
拡
大
に
つ
い
て

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

学
校
教
育
部
長

学
校
教
育
部
長

学
校
教
育
部
長

学
校
教
育
部
長

　
学
校
教
育
現
場
に
つ
い
て

　
　
　

赤
城
地
域
を
新
た
に
都

市
計
画
区
域
に
指
定
す
る
た
め

の
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
指
定
さ
れ
る
と
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

建
築
確
認
申
請
が

必
要
と
な
る
こ
と
や
一
定
規
模

の
開
発
行
為
に
つ
い
て
、
県
の

許
可
が
必
要
と
な
る
こ
と
で
す
。

　
　
　

指
定
さ
れ
る
と
赤
城
地

域
は
用
途
地
域
の
決
定
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
計
画
税
の

課
税
は
す
ぐ
行
わ
れ
る
の
か
。

そ
の
税
率
は
。

　
　
　
　
　

用
途
地
域
の
指
定

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
都
市
計

画
税
は
目
的
税
で
あ
る
た
め
当

面
の
間
は
課
税
し
ま
せ
ん
。

　
　
　

指
定
後
の
基
準
確
認
申

請
は
新
築
、
増
築
そ
れ
ぞ
れ
何

平
方
㍍
か
ら
か
。
確
認
申
請
先

は
。
確
認
申
請
手
数
料
は
。
ま

た
、
赤
城
地
域
の
車
庫
証
明
は
。

　
　
　
　
　

新
築
は
１
平
方
㍍

か
ら
増
築
は
10
平
方
㍍
か
ら
で

す
。
渋
川
市
か
前
橋
土
木
事
務

所
で
申
請
で
す
。
手
数
料
は
建

物
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
車
庫
証
明
は
不
要
で
す
。

　
　
　

赤
城
地
域
は
地
形
上
ほ

と
ん
ど
が
傾
斜
地
で
す
。
建
築

確
認
申
請
と
同
時
に
、
群
馬
県

建
築
基
準
法
施
行
条
例
に
よ
る

が
け
の
申
請
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
傾
斜
30
度
高
さ
２
㍍
以
上

の
が
け
は
高
さ
の
２
倍
後
退
し

て
建
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

現
在
の
宅
地
内
に
建
築
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

が
け
の
土
質
・
形

状
や
建
築
物
の
構
造
に
よ
り
安

全
性
が
確
保
で
き
れ
ば
建
築
は

可
能
で
す
。

　
　
　

傾
斜
地
の
多
い
長
井
小

川
田
、
深
山
、
棚
下
地
区
等
は
、

指
定
か
ら
除
外
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　

開
発
許
可
制
度
が

適
用
と
な
り
、
乱
開
発
や
環
境

破
壊
が
防
止
で
き
る
た
め
、
指

定
す
る
こ
と
が
適
切
で
す
。

　
　
　

施
設
の
利
活
用
に
お
い

て
の
小
中
学
校
適
正
配
置
準
備

事
業
の
進
捗
状
況
、
統
廃
合
の

時
期
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
、
複
式
学
級
の
現
状
、
他
施

設
と
の
併
用
、
学
校
選
択
制
、

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　

基
本
方
針
の

素
案
が
ま
と
ま
る
と
こ
ろ
で
、

で
き
る
限
り
早
く
進
め
て
い
く
、

ま
た
２
校
が
複
式
学
級
で
す
。

　
　
　

三
者
連
携
の
現
状
に
お

け
る
い
じ
め
、
不
登
校
、
学
級

崩
壊
の
現
状
、
マ
イ
タ
ウ
ン
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
の
役
割
、
不
登
校

等
に
関
す
る
子
ど
も
家
庭
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
、
教
職
員
に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
制
度
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　

不
登
校
は
や

や
減
少
し
て
い
る
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
家
庭

を
含
め
た
支
援
に
努
め
た
い
。

　
　
　

小
学
校
高
学
年
英
語
必

修
化
に
お
け
る
指
導
内
容
及
び

環
境
整
備
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
人
数

役
割
、
中
学
校
と
の
連
携
、
足

利
市
の
事
例
、
中
学
派
遣
事
業

の
成
果
、
国
語
教
育
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
外
国

語
活
動
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
協
力
の

下
、
中
学
校
と
の
連
携
を
十
分

図
り
、
指
導
を
充
実
し
た
い
。

　
　
　

学
習
障
害
に
お
い
て
の

認
定
の
方
法
、
５
歳
児
健
診
の

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
藤
岡

市
、
嬬
恋
村
の
評
価
、
通
級
指

導
教
室
の
通
室
人
数
と
指
導
内

容
、
発
達
障
害
児
の
二
次
障
害

に
対
す
る
支
援
、
５
歳
児
健
診

の
導
入
を
す
る
考
え
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
の
３
小

学
校
に
設
置
し
た
通
級
指
導
教

室
で
は
、
市
の
就
学
指
導
委
員

会
を
経
て
保
護
者
の
承
諾
を
得

た
児
童
を
対
象
と
し
て
、
週
一

回
程
度
そ
の
子
の
状
況
に
応
じ

た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
援
が
必
要
な
幼
児
の
小
学
校

へ
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
よ
り

よ
い
方
法
を
検
討
し
た
い
。


